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特 別  仕  様  書 

 

第1章 総則 

  １．一般事項 

        本仕様書は、揚水機場施設改修工事（城泉）に適用するもので、工事施工につ

いて適正を期するために必要な事項を示すものである。工事施工にあたっては、

愛知県農林基盤局発行工事標準仕様書によるほか、本仕様書、設計図書、関係諸

法規、規則に準拠するものとする。 

 

  ２．設備条件 

     １）ポンプ制御方式等 

     本揚水機は畑地かんがい用であり、送水ポンプ（横軸片吸込多段渦巻ポンプ）

他設備の更新をするものとする。送水ポンプの起動・停止は、圧カタンクの圧力

変動による自動運転（交互並列運転）を行うものとする。 

     ２）計画揚水量・揚程等 

・ポンプ台数     2 台 

・ポンプ吐出量        0.243 m3/min/台 

・全揚程              42.0 m 

    ３）設置場所 

     安城市和泉町地内（城泉揚水機場敷地内） 

 

 

  ３．設備概要 

        本工事で製作・据付を行う機器は、下表に示すとおりである。 

       城泉揚水機場 

No. 機  器  名  称 数量 備    考 

1  φ50mm×5.5kW 横軸片吸込多段渦巻ポンプ 2台 更新 

2  φ80mm フート弁 2台 更新 

3  φ80mm スモレンスキチャッキ弁 2台 更新 

4  φ80mm 仕切弁 2台 更新 

5 φ80×2600L 両フランジ短管 2本 更新 

6 φ80×125L×125L 両フランジ曲管 2本 更新 

7 φ80×820L 両フランジ短管 2本 更新 

8 φ80×φ50×185L×135L 両フランジ片落曲管 2本 更新 

9 φ80×φ50×110L 両フランジ片落短管 2本 更新 

10 φ80×188L×125L 両フランジ曲管 1本 更新 

11 φ80×φ100×454L 両フランジ片落短管 1本 更新 

12 φ80×φ100×188L×230L 3フランジ異径Ｔ字管 1本 更新 

13 φ20mm×0.75kW 真空ポンプ 1台 更新 
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14 φ25mm 補水槽内ボールタップ 1個 更新 

15 φ20mm電動ボール弁 4台 更新 

16 圧力タンク用液面計 1組 更新 

17 φ50mm×70L 片フランジ短管 1本 更新 

18 φ50mm ストラブカップリング 1個 追加 

19 φ100mm×620L 片フランジ短管 1個 更新 

20 φ100mm ドレッサージョイント 1個 更新 

 

 

  ４．適用規格 

        機器の製作、据付及び配管配線工事にあたっては、下記の諸規則、法規に準拠し

施工するものとする。   

 １）愛知県農林基盤局 農地関係工事標準仕様書 

２）農林水産省農村振興局整備部整備課 施設機械工事等共通仕様書 

３）        〃        施設機械工事等施工管理基準 

      ４）日本産業規格（JIS） 

      ５）日本電気工業会規格（JEM） 

      ６）電気規定調査会規格（JEC） 

      ７）土地改良事業計画設計基準及び運用・解説  設計「ポンプ場」 

      ８）最新ポンプ設備工学ハンドブック（農業土木事業協会） 

      ９）中部電力電気供給約款及び内線規定 

      10）労働安全衛生規則 

      11）その他、関係諸法令規則及び基準 

 

  ５．提出図書 

        受注者は、契約後速やかに細部事項の打合せを行い、関係書類を提出し監督員の

承諾を受けなければならない。 

 

  ６．許可手続等 

        受注者は、本工事に必要な認可、検査、申請、その他必要な手続きをしなければ

ならない。 

 

  ７．試験及び検査 

      １）送水ポンプは、JISに基づき、揚程、吐出量、軸動力、ポンプ効率及び運転状

態等の各項目について行うものとする。 

      ２）機器類の製作完了後、製作工場において原則として監督員立会のもとに寸法

及び運転検査を行うものとするが、立会が困難な場合及び軽易なものについて

は、検査証、合格証等により省略できるものとする。 

      ３）現地据付完了後、試試験及びその他検査を行い、発注者が合格と認めた後、受

渡しを完了するものとする。但し、揚水すべき水量の不足等やむを得ない理由に

より試運転等のできない場合については、監督員の指示によるものとする。 

４）廃材及び撤去品については、適正な処理施設で処理すること。 
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  ８．材質 

        品質向上のため特殊材料を使用するときは、両者協議のうえ決定するものとする。 

 

 ９．荷造・輸送 

        各機器の荷造は厳重に施し、輸送途中及び格納中に損傷、発錆等のないようにす

ること。製品の現地搬入にあたっては、請負者の責任において行うものとする。 

 

 10．施工範囲 

        本工事の施工範囲は、各機器の設計、製作、据付、配線、試運転までの一切とし、

下記に示す作業も本工事施工範囲とする。 

        また、不明な事項については監督員の指示によるものとする。 

      １）各機器調整作業 

      ２）本工事に必要な許可・検査・申請等に有する費用 

 

  11．保証及び期間 

        保証期間は、引き渡し後２年間とし、その期間内に生じた請負者の設計、製作、

据付上の欠陥に起因するとみなされる故障については、直ちに無償で修理あるいは、

取替をしければならない。 

 

  12．ポンプ管理者の養成指導 

        本工事の機器類の取扱い、操作方法、設備運転、保守管理にあたって、支障のな

いように請負者の負担において管理要員に対し必要に応じて指導育成の講習を行う

ものとする。 

 

 13. 定めなき事項 

    本仕様書に定めない事項またはこの工事の施工に当り疑義が生じた場合は、必要

に応じて監督員と協議するものとする。 
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主ポンプ設備 

1.1 ポンプ 

(1) 仕様及び要目 

用途 送水用 

形式 片吸込多段渦巻ポンプ 

口径 ５０ ｍｍ 

揚水量 ０.２４３  m３/min 

全揚程 ４２ｍ 

原動機出力 ５.５ｋＷ 

回転数 １８００  min－１  

駆動方式     電動機直結駆動 

台数 ２台 

(2) 主要部材質 

a) ケーシング  ：  鋳      鉄（ＦＣ２００）または同等品以上 

b) 羽  根  車  ：  青 銅 鋳 物     （ＣＡＣ９０２）または同等品以上 

c) 主      軸  ：  ステンレス鋼（Ｓ４５Ｃ）または同等品以上 

(3) 付属品（１台に付き） 

a）満水検知器                １  式 

b）共通ベース及び基礎ボルト・ナット          １  式 

c）連成計（導管及びコック共）                １  組 

d）圧力計（導管及びコック共）                １  組 

 

1.2 電動機 

本電動機は主ポンプの駆動用として使用するものである。 

(1) 仕様及び要目 

用途 １～２号機駆動用 

形式 横軸全閉外扇かご形電動機 

電動機出力 ５.５ｋＷ 

極数 ４ Ｐ 

回転数 １８００ min－１(同期速度) 

定格電圧     ２００  Ｖ 

周波数 ６０ Ｈｚ 

絶縁階級     Ｆ 種 

始動方式     直入始動 

台数 ２ 台 
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フート弁 

本弁はポンプ吸込管の流入口に設け、ポンプ停止時においてもポンプ及び吸込管の

満水状態を保持するために使用するものである。 

(2) 仕様及び要目 

用途 １～２号機用 

形式 片フランジ形フート弁 

口径 ８０  ｍｍ 

フランジ規格 ＪＩＳ１０Ｋ 

台数 ２ 台 

主要部材質 ＦＣ／ＣＡＣまたは同等品以上 

(3) 付属品（１台に付き） 

a) ストレーナ                                      １  式      

b) レバー操作用チェーン（ＳＵＳ３０４）            １  組      

 

1.3 スモレンスキチャッキ弁 

本弁はポンプ吐出側に設け、ポンプ停止時の逆流防止用として使用するもので、水

撃現象に対しても考慮したものであること。 

(1) 仕様及び要目 

用途 １～２号機用 

形式 急閉式逆止弁 

口径 ８０ ｍｍ 

フランジ規格 ＪＩＳ１０Ｋ 

台数 ２ 台 

主要部材質 ＦＣ／ＣＡＣまたは同等品以上 

 

1.4 仕切弁 

本弁はポンプ吐出側に設け、分解点検時の遮断用等に使用するものである。 

(1) 仕様及び要目 

 用途 １～２号機用 

形式 内ねじ式手動仕切弁 

口径 ８０ ｍｍ     

フランジ規格 ＪＩＳ１０Ｋ 

台数 ２  台          

主要部材質 ＦＣ／ＣＡＣまたは同等品以上 
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吸・吐出配管 

吸・吐出配管の施工範囲は添付図面に示す通りとし、継手はフランジ継手を原則と

し、必要な個所には配管支持台を設けるものとする。 

(2) 仕様及び要目 

用途 １～２号機用 

管種 配管用炭素鋼鋼管（ＳＧＰ） 

口径 ５０ｍｍ～１００ｍｍ 

フランジ規格 ＪＩＳ１０Ｋ 

数量 １ 式 

(3) 付属品（１台に付き）                                          

a) ボルト・ナット・パッキン                       １式      

 

1.5 ドレッサージョイント 

既設吐出配管と接続するために使用するものとする。 

(1) 仕様及び要目 

用途 吐出管接続用 

口径 １００ｍｍ 

主要部材質 ＦＣ／ＣＡＣまたは同等品以上 

数量 １ 台 

 

第2章 補助機械及び付帯設備 

2.1 真空ポンプ 

本ポンプはポンプ室内に設置し、送水ポンプを満水にするもので、送水ポンプを必

要時間内で満水可能なものとする。 

(1) 仕様及び要目 

用途 送水ポンプ満水用 

形式 水封式真空ポンプ 

口径 ２０ ｍｍ 

電動機出力 ０.７５ｋＷ 程度 

最大風量 ０.３ｍ3/min 程度 

台数 １台 

(2) 付属品（１台に付き） 

a) 基礎ボルト・ナット                       １  式 

b) 真空計（導管及びコック共）                      １  組 
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3.2 補水槽内ボールタップ 

本ボールタップ弁により補水槽内に自動補給するものとする。 

(1)仕様及び要目 

用途 補水槽補給用 

口径 ２５ ｍｍ 

主要部材質 ＣＡＣまたは同等品以上 

台数 １ 個 

 

3.3 圧力タンク用液面計 

圧力タンクの水位を目視にて確認するものとする。 

(1)仕様及び要目 

用途 圧力タンク水位確認用 

材質 アクリル 

外径 ２０ ｍｍ 

数量 １ 式 

 

3.4 電動ボール弁 

ポンプ起動時の給気及び停止後の真空破壊をするものとする。 

(1)仕様及び要目 

用途 送水ポンプ吸気用、真空破壊用 

形式 ねじ込み式電動ボール弁 

口径 ２０ ｍｍ 

主要部材質 ＣＡＣまたは同等品以上 

電源 １φ ２００Ｖ 

台数 ４ 台 

3.5 ストラブカップリング 

圧力タンクと吐出配管を接続するために使用するものとする。 

(1)仕様及び要目 

用途 吐出配管接続用 

口径 ５０ ｍｍ 

主要部材質 ＥＰＤＭ及びＳＵＳ 

数量 １ 個 

 


